
                                      
ゲスト・ビジター 
ゲストスピーカー・東京 RC    山本  徹様 
東京神田 RC      奥  博史様 
西村会員同行者       水本 昌克様 
岡田会員同行者      福澤 和人様 
相倉会員同行者      三浦 貴彦様 
 
ニコニコボックス 
奥博史様 初めておじゃま致します。よろしくお

願いします。 
山田会長 ゲストの皆様、ようこそおいで頂きま

した。 
張 会員 本日の卓話を楽しみにしています。 
土居会員 山本徹様、本日の卓話、有難うござい

ます。楽しみにしております。ゲスト
の皆さん、お楽しみ下さい。 

海江田会員 山本様、本日の卓話楽しみにしており
ます。 

木宮会員 山本様、卓話を楽しみにしております。 
西村会員 水本正克様、本日はようこそお越し下

さいました。 
岡田会員 福澤さん、お茶の水ロータリーへよう

こそ！楽しんでいって下さい。 
牛島会員 山本様、本日の卓話よろしくお願い致

します。 
和田会員 山本様卓話よろしくお願いします。 
山下会員 本日の卓話が楽しみです！！米に興味

があります。 
          計 31,000 円 累計 246,000 円 
 
オープン例会ゲストの紹介 
西村会員より 

水本様は(株)リーガル・アカウンティング・パート
ナーズ代表取締役・所長で、税理士でいらっしゃいま
す。また神保町の地域限定フリーペーパー「おさんぽ 
 

 
神保町」のライターでもいらっしゃいます。平成 2 年
慶応義塾大学経済学部卒、大手損害保険会社、公認会
計士辻会計事務所、税理士法人タクトコンサルティン
グ医療法務チームを経て、平成 20 年税理士法人及び
(株)リーガル・アカウンティング・パートナーズを設
立、各法人の代表に就任されています。平成 25 年税
理士法人を個人事務所へ解散し、同年行政書士事務所
の開設をしています。その他医療法人及び社会福祉法
人の監事、NPO 理事を務めていて、現在は医療経営、
相続事業承継対策を中心とした業務に取り組んでいら
っしゃいます。著書も大変な数があり、セミナーも数
多くされております。 

水本 昌克様 
神田神保町に 12 年ほど事務所を構え

て経ちます。元々実家が書店であり、
神保町は書店の街なので、何か微力な
がら力添えできないかと、書籍の編集
等もお手伝いさせていただいております。 私の仕事
としましては、医療や福祉に非常に関心があり、病院
やクリニック、特別養護老人ホーム等そういったとこ
ろを主に客層とさせていただいています。税務、税理
士というのは色んな仕事に多岐に渡るのですが、昨今
難しい時代ですが、我々税理士や、たまに弁護士さん
だとか色んな方とも連携しながら、経営者の方のお力
になれるようにと活動を続けております。今日ご紹介
いただきまして、また何か皆さまに良いご縁があれば
と思って参加させていただきました。 

 
岡田会員より 

福澤様は、私が建設不動産部会会長を務めておりま
す東商の商工会議所の方でいつもご一緒させていただ
いております。佐久間町 3 丁目の富士管工という、黄
色いあの車で、設備屋さんで、広くやってらっしゃる
会社の社長でいらっしゃいます。そんな関係から、万
世橋の交通安全協会の方もお力添えいただいておりま
して、車をたくさんお持ちになので、安全管理支部会
の次世代を担う安全管理者部会長としてやっていただ
くようにお願いをしているところです。昨日一昨日も、
東商の福島の第一原発の廃炉の見学会が泊まりであっ
たのですが、それにもずっと一緒に行
っておりました。 

福澤 和人様 
  富士管工という水道工事の会社をや
っております。会社は 50 年ほど秋葉原
でやっておりますが、私が社長に就任
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したのは７年ほど前で、その頃から商工会議所や色々
地域活動を始めております。皆さまとはなかなかお会
いする機会がなかったものですから、今後ともよろし
くお願いできればと思っております。 

 
会長報告 山田 丈夫会長 
・9/3（水）地区ミーティングで、

ロータリー米山記念奨学会より
「3千万円達成クラブ」として
お茶の水 RC が表彰され、感謝
状をいただきました。 

・本日例会後、第 1 回炉辺会を行います。例会後 1 時間
くらいの予定ですが、本日オープン例会でゲストが
いらっしゃっていただいていて、いつも例会後お茶
を共にしたりしていますが、3 階のお茶の方に行か
れる方はぜひ行って欲しいと思います。残った方々
で炉辺会を、どのようにやっていくかを説明した後、
開きたいと思います。 

 
・ロータリーについて 
 ロータリーは 1905 年にアメリカで発祥した職業人の

集まりで、仕事の付き合いだけではないものを求めて
始まりました。日本では 1920 年に東京 RC が初めて創
設されました。 ロータリーの中には職業奉仕がござ
います。 職業奉仕は何かと聞かれた時に、本業を通
して世のため人のために行うことと私は説明をしてお
ります。ロータリーは職業を通じて奉仕をする考え方
です。こういう考え方に出会ったのはロータリーが初
めてで、私がロータリーを続けている魅力もここにあ
ります。なお、私はこれだけの大勢の良い方と会える
関係はロータリークラブ以外にないと思っております。
一生涯付き合える友ができるのもこのロータリークラ
ブだという風に思っております。 

 
幹事報告 神保 宏充副幹事 
・9 月度理事役員会議事録を配布しました。国際奉仕活

動に関する事項の他、9/17 にレートゥイチャンさん
の卒業祝賀会を開催すること等が決議されておりま
す。 

・次週 9 月 17 日はブックハウスカフェでの例会です。
お間違えのないようにお願いします。また夕方 18:30
よりレートゥイチャンさんの卒業祝賀会を、神保町
の「クッチーナ イタリアーナ アンゴロ」で行います
のでよろしくお願いいたします。 

・親子はねやすめ基金へのご協力ありがとうございまし
た。 

＜地区関係行事＞ 
 9/3（水）山田会長が地区ミーティングに、山田会長と

山下会員がクラブ活性化ワークショップ（テーマ：ク
ラブの強化）に出席されました。 

 
ロータリーの友 9 月号の紹介 永井 一史会員 
・生成 AI（人口知能 artificial intelligence）の全
貌についての講演内容 
東京科学大学（旧東工大）の小平先生の 2760 地区
（南尾張分区）での講演内容。AIとは何かわかりやす
く説明されている。 

・ロータリーのお茶の水 RC以外の RC の活動を知るこ
とができるので、是非読んでいただきたい。 
ロータリーの友委員会の委員の皆さんからも会員の皆
さんにぜひ「ロータリーの友」を読んでくださいとの
お願いがなされています。現時点でロータリーの友の
雑誌を全く読まない会員が 10%もいるようです。 

・日本のロータリークラブは 2,183 クラブがあり、34
地区に分割されている。会員数は 2024/6 月時点で
82,066 人在籍していたが 1 年後の 2025/6 月末時点で
は会員数が 81,493 人と 573 人の減少。34 地区のうち
13 地区が増加、21地区が減少している。ちなみに
我々2580 地区は 8名の増加。 

・9 月号には「ロータリー希望の風奨学金」「ロータリ
ー米山記念奨学事業の寄付金・財政」についての詳細
の記事が掲載されています。 

 
 
 
出席報告 

会 員 数   35 名 ゲ ス ト    3 名 
出 席   19 名 ビジター    2 名 
Z O O M    2 名 合 計   26 名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今後の予定 
9/24（水）休会 
10/ 1（水）(於)東京ドームホテル 

地区 RYLA 委員 鈴木宏美様 
(東京ワセダ RAC) 

「2025-26 年度 国際ロータリー 
第 2580 地区 RYLA セミナー 
未来のリーダーを育む RYLA プログラム 
の魅力」 

10/ 8（水）休会 
10/15（水）(於)東京ドームホテル 

ひだまり法律事務所 弁護士 芳賀培之様 
(東京八王子北 RC・パスト会長) 

「家庭集会に関するグループワーク」 



コメの価格・供給の安定方策について 
学校法人昭和学院 理事長・東京 RC 山本 徹様 

 
コメの値段は昨年まで何年もの間 5㎏ 2千円以下でした
が、昨年から値上りを始め、今年になって、1年間に 2
倍になる４千円に上昇して、消費者から値上りを止めて
ほしいという声が強く挙がるようになりました。 

 
 これに対して、今年 2月、農水大臣は、コメは足りて
いる、卸売、小売段階の流通の目詰まり、があり、小売
の店頭に十分コメを並べていないのが問題だとしつつ、
政府が保管している、コメの不足時に供給するための備
蓄米を、国有財産としての備蓄米の販売の一般ルールで
ある一般競争入札によって販売しました。その備蓄米の
9 割は、農業生産者の団体である JA によって落札され、
卸売、小売業者に販売されてゆきましたが、直ぐに小売
店頭には並ばず、コメ価格の下落効果はありませんでし
た。 
 
 5 月になって、農水大臣が「自分はコメ生産者農家か
らただでコメをもらっていて、コメは売るほど持ってい
る」という九州での発言が問題視され、小泉大臣に交代
となりました。 
 
 小泉大臣は、コメの価格を直ちに下げると発言し、備
蓄米は、特別措置として小売価格が昨年と同じ 2千円台
になるように、随意契約で希望する卸売、小売業者に希
望数量を販売し、スーパーなどで 2千円台の備蓄米を販
売したところ、4～5 時間待ちの行列が出来、たちまち
売り切れて、多くの一般消費者は安いコメを手に入れる
ことは出来ませんでした。 
 
 このため、小泉大臣は、さらに何回にも分け数 10 万
トンずつ備蓄米を売り渡したところ、数週間で、多くの
消費者が 2千円台の備蓄米を購入することが出来るよう
になり、一般のコメも、ようやく 4 千円から値下がりし、
3 千円台で店頭に並ぶようになりました。全国のコメの
平均小売価格も、4千円から 3千 6～7百円台へと値下
がりしました。 
 
 同時に大臣は、改めてコメの値上りの原因の調査を指
示し、8 月になって、農水省は、コメの高騰の原因が、
昨年からコメの需要量、供給量を見誤っていたことが原
因であるとして国民に陳謝しました。 
 
 その内容は、まずコメの需要量で 3 点見落としていた
ものがあるとしました。 
 
 第 1は、コロナ後増加したインバウンドの需要で、日
本の人口の 3分の 1にのぼる年間 4千万人の外国人が 1
～2週間日本に滞在して、日本食を楽しむ需要とコメを
土産品として携行する需要がコメの需要量に加えられて
いなかったことです。 
 
 第 2は、昨年、南海トラフ地震の発生が予想されるこ
とが公表され、関係する地域の家庭などで在庫の積み増
しが行われたことです。 
 

 
第 3 に、ふるさと納税で稲作地帯の銘柄米が選択され

たことも、需要増につながりました。 
  
この 3点に加えて、コロナ禍から昨年までコメの価格

は 2千円程度で安定していたのに対し、同じ主食である
パン、麺類の小麦製品は、5割程度値上がりをしていま
す。5年前、ご飯一杯 30円で、パン 6枚一斤の 1枚の
パン 30 円とほぼ同じ値段でしたが、5年間でパンは値
上りし、1 枚 50 円になりました。このためパンに比べ、
コメが割安であると感じられるようになりました。これ
まで長い間、コメの消費はおおむね 1年に 1％減少、数
量で 10 万 t 減少するという減少傾向に歯止めがかかり、
コメの消費量が増えるようになりました。 
 

 このようなコメの消費増によって、農水省が想定して
いた 2024 年のコメの消費量 680 万 t超に対して、実際
の消費量は 700 万 t 超であったと考えられます。 
 
 さらに、コメの生産面では、夏の高温によって、一部
の地域で品質が低下し、主食用に不適な米が発生しまし
た。 
 このため、2024 年のコメの生産量は、消費量に対し
て不足したことになります。 
 これに伴って、2024 年のコメ 5㎏ 2千円の価格が、
今年 4千円と 1年に 2倍に跳ね上がりました。 
 このように供給量が少し減少して、価格が 2 倍にも上
昇するのは、コメが生活必需品だからです。 
 従って、コメの消費者価格を安定させるためには、供
給量が需要量に対して不足しないようにすることが大切
です。 
 
 農水省は、毎年コメの需要量と生産量の見通しを行っ
ています。しかし、需要量の見通しは、あくまで見通し
であり、その後の予期せぬ事態によって、需要が上振れ
したり、生産が下振れする可能性があり、価格高騰を防
ぐためには、余裕をもった生産量を確保する必要があり
ます。 
 しかし、余り過剰に生産すると、消費者価格が暴落す
る恐れがあります。少し過剰米が発生しただけで、5 ㎏
の価格が半分になってしまう恐れがあります。コメは価
格が高騰しても消費量は余り減少せず、逆に暴落しても
消費量は余り増えません。過剰米が発生すると、販売先
がなくなります。 
 
 日本のコメは国際的に 3 倍程度割高なので、すぐに輸
出に向けることは困難で、10分の 1の値段で家畜のた
めの飼料米やノリとして販売せざるを得なくなります。 
 
 政府がコメの生産者価格と消費者価格を決めて、コメ
の買い入れ、売り渡しを行っていた旧食糧管理法の時代
の 1970 年代に、コメの過剰が発生し、過剰米を飼料米
やノリとして処理するため、3兆円もの国費を使ったこ
とがあります。 
 



 

山本 徹様 プロフィール 

 
1942 山口県下松(くだまつ)市生まれ 
1966 東京大学法学部卒、農林水産省入省 
1994 大臣官房総務審議官、1995 農林水産技術

会議事務局長、1997 構造改善局長 
1998 林野庁長官 
1999 農畜産業振興事業団理事長、2004 中央労

働委員会委員、2006 日本食肉センター理事
長、2009 日本穀物検定協会会長 等を歴
任 

2001 東京ロータリークラブ入会 
2007 より 昭和学院理事長 
2011 より 市川市公平委員会委員長 
 

 現在は、コメの価格や流通に政府は直接関与していま
せんが、全国の稲作農家のコメの生産者価格が暴落する
と、政治責任が発生します。これを回避するため、制度
としての減反政策（生産調整）は廃止されていますが、
JA や行政機関を通じて、全国のコメ農家の生産目標が
示されます。多くのコメ農家も生産者価格の暴落を防ぐ
ために、この生産目標に従っています。 
 

消費者価格の暴騰やコメ不足を回避するためには、余
裕を持った生産量を確保することは必要ですが、過剰米
の発生を防ぐことも重要なので、今後もコメの需要予測
をしながら、コメの生産を過剰米が発生しない範囲で余
裕をもって生産することが大切です。 

 
 余裕をもったコメの生産には、第 1 に備蓄米を十分保
有すること、第 2 に輸出の拡大を考えることです。海外
では日本食ブームが続いており、日本の米は国際価格の
3 倍程度と割高ですがおいしさは歓迎されており、イン
バウンド客の需要も増えています。輸出品としてパック
ご飯も人気があります。輸出数量はまだごく僅かですが、
年々3割程度伸びています。 
 
 生産量を確保すると共に、国際的に割高な日本のコメ
価格を引き下げるためのコメの生産性向上も大きな課題
です。 
 
 このために、後継者のいない水田や耕作放棄地を対象
に、規模拡大を進めると共に、ドローンによる肥料、農
薬の散布、AIを使った無人の田植機、収穫機、耕運機
の実用化などの技術革新に努力することです。 
 
 良食味米を生産するための品種改良と共に、多収穫米
の品種開発によるコストダウンも重要です。 
 
 余裕をもった生産を行うこと、すなわちコメの増産を
行うことに対して、コメ農家や JAは、コメ価格の暴落
を心配しています。このためのセーフティーネットとし
て、価格保険制度の整備、直接支払制度の導入等が考え
られます。 
 
 これらを含めた新しい政府のコメ政策の検討が今始ま
っています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


